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業務プロセス改善事例
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Case1. 効果的なRPAの新規導入を実現

Case2. 基幹システム再構築をトラブル0で実現

Case3. 要員数の適正化を実現

Case4. 営業マンの効率的な時間の使い方を探す



BACKGROUND

Case1. BPECで自動化の難所を特定、RPAを一気通貫で導入

業種：アウトソース（上場子会社）
従業員規模：１，０００名規模
業務改善の対象部署：事務手続き部門
業務改善の推進部門：業務統括

業務改善の背景

CUSTOMER
お客様企業の概要

業務で使用する紙がとにかく多く、ＲＰＡ
導入を推進すると同時にペーパーレス化を実
現したいと考えていた。

当初はＲＰＡ化できそうな作業を各部署か
ら募ったが、要望を出す部署と出さない部署
でばらつきがあり、推進担当である業務統括
部門ではＲＰＡの網羅性に不安を抱えた。

そこでＲＰＡを導入すべき業務を調査する
ために、縦軸に業務、横軸に使っているシス
テムやエクセルやインプット、アウトプット
とそれにかかる時間を記載するマトリクスを
作成することにした。。しかしこのマトリク
スを埋めるのはかなりの労力がかかる。

そこでＢＰＥＣを見つけＢＰＥＣの「追跡調
査機能」がほぼ同じアウトプットが出せること
を確認し、ＢＰＥＣを導入することにした。

ACTIVITIES
BPECを使った取組み

実際にＢＰＥＣを使って業務の棚卸をし、
追跡調査機能および業務フロー作成機能を利
用することで下記の事実が判明した。

BPECによる追跡調査機能のアウトプット

RESULT業務改善の成果

まずはAI-OCRを導入することで紙からの
入力作業を削減。

入力→出力→入力、という工程については
ＲＰＡ導入の前段階でその工程を見直し、プ
ロセス内での紙出力を廃止した。

また、業務プロセスを明確化することで簡
素化すべきポイントを発見し、業務プロセス
自体をＲＰＡが動くことを前提としたものに
変更することでＲＰＡが一気通貫で動くよう
にした。

本プロジェクトではＲＰＡでありがちな個
別導入ではなく、あくまでも一気通貫で作業
を完結させるところに重点を置いた。

またＲＰＡ導入の優先順位としてBPEC負荷
分析によって業務量の多い業務を特定。

ＲＰＡ化を要望が出されていた業務であっ
ても、負荷の低い業務は改善の効果が薄いた
め今回は見送りにした。
結果として少ない投資で大きな効果を出すこ
とに成功した。
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POINT!

ＲＰＡやペーパーレス化の実現には、
プロセスの簡素化が必要不可欠。
ＢＰＥＣでプロセスまで可視化することで
簡素化・プロセス改善のポイントが明確に。

■ ほとんどの業務の最初のインプットは
紙ベースであること

■ 入力してから紙に出力し再び入力する
ような工程が存在していること

■ 業務が複雑なため、ペーパーレス化や
自動化も大きな壁があること



BACKGROUND

Case2. 基幹システムの再構築をトラブル０で実現

業種：製造業（電子）（上場企業）
従業員規模：５００名
業務改善の対象部署：全社
業務改善の推進部門：情報システム

業務改善の背景

CUSTOMER
お客様企業の概要

基幹システムを再構築するにあたり、今ま
ではスクラッチ開発であったが、次のシステ
ムはパッケージを考えたいので、全部の業務
を可視化してシステムが滞りなく稼働するよ
うにしたいという要望があった。

しかし何回かコンサルタントに依頼して調
査したものの、どれも期待したものでなく、
何度もヒアリング等を行って会社全体が業務
調査に対して後ろ向きになり非協力的であっ
た

そこでアンケート調査で業務の棚卸から分
析ができるＢＰＥＣを採用した。

ACTIVITIES
BPECを使った取組み

今まではシステムを導入することが目的
になっていたが、今回のプロジェクトでは
システム導入＝業務改善という視点でシス
テムを導入する動機となった。

またシステム構築は担当者からのシステ
ムの要求が膨らみとんでもない金額になり
頓挫することもあるが、今回は定量分析で
費用対効果の出るところをシステム化し、
効果の薄いところはシステム化せずにエク
セルや運用でカバーすることにした。

またＢＰＥＣの定量調査によりシステム
が導入されることでどのくらいの効果があ
るかを数値化することもできた。

BPECによる業務コストと
業務プロセスの可視化

RESULT業務改善の成果

そうしてシステムが構築されカットオー
バーの日にトラブルがゼロであった。

これは新システムで業務がどのように稼
働するかが明確になっていたからであった
。つまり当初の仕様からブレることなくシ
ステムが構築された結果である。

多くのシステム開発では業務が充分に可
視化されていないため、仕様が何度も変わ
ったり、最終的に仕様漏れなどが発生した
りする。

業務を漏れなく可視化をして業務ベース
のシステムを構築することで、トラブル無
くカットオーバーができたものと思う。
また年間２億円のコスト削減に成功した。
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POINT!
ＢＰＥＣのコスト分析で投資対効果の見込
める業務を特定して仕様に取り込むことで
2億円のコスト削減に成功。

トラブルなくローンチを迎えるためにはシ
ステムを使用する業務のプロセスを
可視化しておくことが重要。



BACKGROUND

Case3. 業務の実態を把握して要員数の適正化を実現

業種：製造業（化学）（上場企業）
従業員規模：４，０００名規模
業務改善の対象部署：情報システム部門
業務改善の推進部門：経営企画

業務改善の背景

CUSTOMER
お客様企業の概要

情報システム部門の人数が適正人数なのか
常日頃から問題になっていた。

全員ＰＣに向かっているので何の仕事をし
ているのかは見ていてわからない。

そこで情報システム部門の全要員の業務内
容を把握して、その稼働量も適正なのかを調
査することになった。

ACTIVITIES
BPECを使った取組み

まずはＢＰＥＣを使って、全員の業務内
容と業務量の調査を実施。しかしこの時点
では要員が適正かどうかまでは不明のまま
であった。

そこで各業務の業務フローを描くことで
業務詳細の実態をさらに詳しく調査するこ
とに。

業務フローを作成することで判明したの
は、実際に本人が記入した稼働時間と業務
フローから想定される稼働時間にかなりの
乖離が生じていることだった。

実はそんなに時間がかかっていなかった
ということである。また各自の業務で業務
内容を確認しても明確に答えられないよう
なものもあった。それは考え方によっては
無くても良い業務と判断した。

BPECによる業務量と
業務プロセスの可視化

RESULT業務改善の成果

結果として可視化を行っただけで現在１
７名の要員で行っている情報システム部門
の業務は１４名で実施できることが判明し
た。

更に、業務プロセスの可視化により簡単
に解決できる改善事項を抽出し、業務を効
率化した。更にシステム管理を外部委託す
ることで、情報システム部門の業務を遂行
するための適正要員数は実質１０名になる
まで削減することができた。

コンピューターを移設して人数も減った
ので、このフロア自体も必要なくなり、
フロアの年間家賃５，０００万円の節約に
もなった。
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POINT!

業務量と業務プロセスを可視化することで
適正要員数の算出が可能に。

余剰要員を不足部門へ回すことで人的投資
効果があがり、家賃節約にも寄与する。



BACKGROUND

Case4. 営業マンの行動を可視化して最適行動を促す

業種：卸売業（日用雑貨）
従業員規模：３００名規模
業務改善の対象部署：営業部門
業務改善の推進部門：情報システム

業務改善の背景

CUSTOMER
お客様企業の概要

営業マンは外に出るとその行動は日報でし
か知り得ない。そこで営業マンの業務状況を
明確にして効率的に行動できるかどうかを調
べたい。

営業は外回りの営業と内勤営業がはっきり
分かれていた。外回りの営業は朝出かけて夕
方に帰ってきてそこから残業になる。そんな
毎日の稼働であった。

ACTIVITIES
BPECを使った取組み

全員の業務を棚卸して業務量を調査した
ら面白い結果になった。

各自で業務の負荷状況がバラバラである
。一見同じような行動をしているようで、
例えば訪問準備に時間を使っている人、逆
に準備時間はほとんどなく商談時間に多く
の時間を使っている人、市場調査に時間を
かけている人、正に人によって時間の重き
が違っていた。

ここで大きなことがわかったのが、売上
の高い人は非常に効率的に行動していると
いう点であった。商談時間の多い人は一生
懸命やっているに見えるが、この人の動き
には無駄がたくさんあることもわかった。

BPECによる業務量可視化の結果を個人ベースで比較

RESULT業務改善の成果

そこで業務プロセスを販売のタイプ別に
標準化して、そのタイプごとに各自が販売
プロセスを合わせることにし効率化に成功
した。

この調査結果の報告の時に社長が、
「なぜ売り上げが悪いのかよくわかった」
と言う言葉は印象的であった。

営業マンの行動は見えないと言うが、
業務の可視化してみると見えることはたく
さんある。
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POINT!

人によってやり方の異なる業務プロセスは
可視化と業務改善によってベストプラクテ
ィスを創出することで全体の業務品質を底
上げすることが可能。
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